
NO.2 平成２５年１０月１日（火）発行 図書館サポーターが作る大学図書館情報誌 

～ごあいさつ～ 

お久しぶりです！図書館サポーターです。 

みなさん夏休みはいかがお過ごしでしたか？３年生の皆さんは教育実習お疲れ様でし

た！図書館では後期も楽しいイベントや展示を企画中です。図書館情報については「Book 

Paper」や掲示で随時お知らせしますので、是非図書館に足を運んでみてください！ 

 

～イベントの報告～ 

 ７月２４日～８月７日まで、書道研究室

のみなさんにご協力いただき、「三浦綾子

を書く～文学に感動して～」を開催しまし

た。三浦綾子は、「氷点」や「塩狩峠」な

どで有名な旭川市出身の作家です。今回の

展示では、書道研究室の皆さんが、彼女の

作品を読んで心に残った言葉を書にした

ものを、図書と一緒に展示しました。どの

書も力作で、思わず見入ってしまうほどで

した。足を止めて見ていく学生の方もたく

さんいたようです。三浦さんの作品には、

心を洗われるような素敵な言葉がたくさ

んつまっています。興味を持った方は、図

書館で三浦さんの作品を借りてみてはいか 

がでしょうか？ 

 

～イベントのお知らせ～ 

図書館では１０月３日から約３週間、「数学パズル」というイベントを開催します！数学

に関するクイズにチャレンジしてもらおうというこの企画。数学科のみなさんはもちろん、

数学にふれる機会が少ない方でも楽しめる企画になっています。是非チャレンジしてみてく

ださい！参加すると頭が柔らかくなること間違いなし！ 



～学生選書委員のお知らせ～ 

 各専攻から有志のみなさんに参加していただき、学生選書委員の活動がスタートしまし

た！今年は昨年よりも多くの専攻の方に参加していただいているので、幅広いジャンルの図

書を選書する予定です。 

入荷第１弾として、理科教育に関する図書が現在展示されています。第２弾以降も、入荷

次第、展示していく予定です。乞うご期待！ 

引き続き、選書委員も募集中。興味のある方は図書館カウンターへ！ 

新着図書案内 
後期に入り、展示も新たに入れ替わります。今回は博物館関係の図書を多数展示しています。

学芸員の免許を取得する予定の方は、レポートなどの心強い味方になるかも・・・？ 

海外の教科書も展示しています。日本の教科書は何かと目にする機会が多いですが、海外の教

科書を見たことがある方はあまりいらっしゃらないのではないでしょうか？この機会に是非一度手に

とってみてください。 

ほかにも様々なジャンルの本を入荷しています。普段は勉強のためだけに図書館を利用すると

いう方も多いと思いますが、いろいろなジャンルの本に触れてみていただけると嬉しいです！ 

今回はこの夏に入荷した図書を２冊紹介します！ 

☆今月のおすすめ☆ 

○園田雅春『自尊感情を高める学級づくりと授業』 

（２０１３．４ 雲母書房） 

 「自尊感情」「学級づくり」「授業」の３つをキーワードに、著者自身の経験や参観した授

業での出来事から今教師に求められている学級のあり方、授業のあり方が示されています。

現代の教育現場に山積している課題を解決するヒントになる一冊です。「子どもの自尊感情

を育てるために」「子どもがつながり深まる〈学級づくり〉」「子どもがつながり高まる〈授

業づくり〉」「〈授業〉と〈学級づくり〉の結び目」の４章構成。教員志望の方には特におす

すめです。１，２年生のみなさんは教育実習前に読んでおくと授業づくりに役立つかも…？

黒谷先生の推薦図書です！ 

○吉田篤弘『つむじ風食堂と僕』 

（２０１３．８ 筑摩書房） 

 『僕は、食堂のテーブル席で目の前に座った大人のひとに「仕事は何ですか」と、訊くこ

とにしている。』という、この本の主人公１２歳のリツ君。町の大人たちは自分の仕事につ

いてテーブルの向かいの少年に語っていく。この仕事についた理由、仕事の内容、そしてど

んなに素敵な仕事であるか。『人生が大変なのは、これから先の「将来」のことを考えなけ

ればならないからだ。』だから彼は「将来」を考えるために仕事について聞き続ける。同作

者の「月舟町三部作」の番外編。この物語が番外編だと知らずとも十分に楽しめる内容です。 


